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第
3
回
　
対
話

　「
私
の
と
こ
ろ
も
、
お
世
話
に
な
っ
た
。
本
当
に
よ
く

し
て
も
ら
っ
た
よ
。
地
域
の
中
で
評
判
も
い
い
」。
昨
年

７
月
、
ご
近
所
の
方
と
立
ち
話
を
し
た
際
に
い
た
だ
い
た

言
葉
で
す
。
そ
の
方
の
親
御
さ
ん
は
、
松
阪
市
内
の
カ
ト

リ
ッ
ク
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
居
さ
れ
て
い
た
と

の
こ
と
で
す
。

　
私
は
担
当
司
祭
と
し
て
、
シ
ノ
ド
ス
に
関
す
る
教
区
内

の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
そ
の
後
、
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
に
目

を
通
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
気
付
き
や

共
感
す
る
意
見
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
一
点
挙

げ
る
と
す
る
と
「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
幼
稚
園
や
施
設
は
、
信

徒
で
な
い
人
に
キ
リ
ス
ト
教
の
価
値
を
伝
え
る
場
所
で
あ

る
こ
と
を
、
明
確
な
活
動
の
指
針
と
し
て
意
識
し
て
い

る
。
小
さ
な
子
ど
も
や
支
援
の
必
要
な
人
と
接
し
、
慈
愛

の
心
で
奉
仕
す
る
現
場
で
あ
る
。『
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
育

施
設
は
信
徒
で
な
い
人
へ
の
影
響
力
が
大
き
く
敷
居
も
低

い
』
と
い
う
意
見
も
あ
る
」（
京
都
司
教
区
　
回
答
の
ま

と
め
　
質
問
３
の
４
）。
正
直
、
先
生
方
や
職
員
さ
ん
が

信
仰
に
導
か
れ
る
こ
と
は
多
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

命
を
大
切
に
す
る
と
い
う
価
値
観
を
共
有
で
き
ま
す
。
以

前
、
伊
勢
の
子
ど
も
園
の
先
生
方
に
講
話
を
依
頼
さ
れ
た

際
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
育
」
に
ど
う
取
り
組
ん
だ
ら
い
い

の
か
と
い
う
質
問
を

事
前
に
い
た
だ
き
ま

し
た
。
キ
リ
ス
ト
者
で

な
い
先
生
方
の
日
頃

の
素
朴
な
疑
問
だ
と

感
じ
ま
し
た
。「
家
族
・

友
達
・
い
の
ち
・
平
和

に
つ
い
て
は
、
信
仰
を

持
っ
て
い
る
か
否
か

に
関
わ
ら
ず
共
有
で

き
ま
す
よ
ね
」
と
い
う

お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
大
塚
司
教
の
年
頭

書
簡
の
キ
ー
ワ
ー
ド

の
一
つ
は
、「
対
話
」
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
キ
リ

ス
ト
教
諸
宗
派
、
諸
宗
教
、
社
会
、
地
球
…
。

　
キ
リ
ス
ト
者
は
宗
教
間
対
話
を
通
し
て
、
互
い
の
宗
教

の
違
い
を
知
り
合
う
と
と
も
に
、
人
類
共
通
の
普
遍
的
な

価
値
（
正
義
・
平
和
・
平
等
・
自
由
）
の
た
め
に
協
働
す

る
こ
と
で
互
い
の
一
致
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
も
重
要
な

シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
で
す
（
年
頭
書
簡
７
）。
そ
う
、
良
心
に

基
づ
き
日
々
の
仕
事
や
生
活
を
大
事
に
し
て
い
る
方
々
と

も
協
働
で
き
ま
す
。

�

シ
ノ
ド
ス
担
当
司
祭
　
鶴
山
進
栄

�

（
三
重
地
区
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
司
祭
）

4
2023

司
教
年
頭
書
簡
は
　

　
　
こ
ち
ら
か
ら
→

２
０
２
３
年　

司
教
年
頭
書
簡　

　
　

コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
る
信
仰
Ⅲ

「
わ
た
し
の
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
を
創
ろ
う
」

�

を
受
け
て
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2023年₄月₁日発行（545号） 京都教区時報 （2）

Ⅰ．司祭・司牧者の異動
（ 4月10日付）
京都北部ブロック�担当司祭　� 頭島光師／レデンプトール会

京都北部ブロック�担当司祭　� 三輪周平師／レデンプトール会

洛東ブロック�担当司祭　� グエン・バン・ナン師／クラレチアン宣教会

三重北部ブロック�担当司祭　� フェリペ・クエバス師／グアダルペ宣教会
（旧任命：滋賀ブロック 担当司祭）

滋賀ブロック�担当司祭　� エミリオ・フオルトウール師／グアダルペ宣教会
（旧任命：京都南部地区�協力司祭）

奈良ブロック�協力司祭（語学研修）　� メディナ・ブルース師／フィリピン宣教会

京丹ブロック�共同宣教司牧協力者　� シスター ポーリン・フェルナンデス
（旧任命：奈良ブロック 共同宣教司牧協力者） ／カルメル宣教修道女会

奈良ブロック�共同宣教司牧協力者　� シスター タンカマ・チェリヤン（ロサ）
（旧任命：洛東ブロック 共同宣教司牧協力者） ／カルメル宣教修道女会

Ⅱ．新しい職務の追加任命
（ 1月 1日付）
京都カトリック青年センター�担当司祭　� ソ・ウォンハ師／チェジュ教区

（ 4月10日付）
神学生養成担当者　� 菅原友明師／京都教区

いのち・平和・環境委員会�担当司祭
国際協力委員会ラテン・アメリカ コミュニティー司牧担当　
� フェリペ・クエバス師／グアダルペ宣教会

聖書委員会�担当司祭　� エミリオ・フオルトウール師／グアダルペ宣教会

国際協力委員会ベトナム�コミュニティー司牧担当　
� グエン・バン・ナン師／クラレチアン宣教会

Ⅲ．教区外へ転出
　谷口秀夫師／レデンプトール会　
　（旧任命：京都北部ブロック�担当司祭）

　ジャン・レイモンド・ジラール師／レデンプトール会
　（旧任命：京都北部ブロック�担当司祭）

　ユン・サンホ師／クラレチアン宣教会
　（旧任命：洛北ブロック�担当司祭）

人事異動のお知らせ京都司教区　共同宣教司牧　担当者一覧
2023年4月10日付

京都北部ブロック

＊頭島 光　三輪周平　ホセ・アントニオ C.

（丹後、西舞鶴、東舞鶴、福知山）

奈良ブロック

＊柳本 昭　　G.ランディ
M.ブルース（協力）　　Sr.服部悦子（協力）

Sr.ローマ・ミンジ（協力）
Sr.ロサ C.（協力）

京都北部・南部：Ｓｒ．信田
　　　滋賀：Sr.ロリタ　

　　三重北部：Ｓｒ.ヘンリエット 
    三重南部：Sr.ロサリオ

（奈良、登美が丘、富雄、大和郡山、御所､
西大和、大和高田､大和八木）

フィリピン人司牧担当

滋賀ブロック
＊小立花忠　ソ・ウォンハ

エミリオ・フオルトウール　Sr.レオニダ（協力）

（大津、唐崎、安曇川、草津、彦根、長浜）

洛北ブロック

＜京都南部地区＞

＜三重地区＞

＊ウイリアム S.B.　　北村善朗

（衣笠〈山国・宇津〉、高野、小山、西陣、北白川）

洛東ブロック
＊瀧野正三郎　　菅原友明

グエン・バン・ナン　Sr.テッシー G.（協力）

（河原町、伏見、山科、桃山）

京丹ブロック
＊一場 修　 モンテロ G.ホルヘ
Sr.ポーリン・フェルナンデス（協力）

（西院、桂、長岡、九条、丹波）

山城ブロック
＊福岡一穂　　ホン・ユンハク
Sr.リーナ・ファラス（協力）

（田辺、宇治、精華、青谷、八幡）

三重北部ブロック

（四日市、桑名、鈴鹿）

三重南部ブロック

（津､久居、上野､名張､伊勢、松阪）

地区協力 ： ヴィクトール D.

＊印はモデラトール

教区司教 司教総代理　 本部事務局長　　
派　　遣 海外留学

大塚喜直 瀧野正三郎 北村善朗
森田直樹 大塚乾隆 司教館付 花井拓夫（高野在住）

＊A.マチアス　  ブリー・ヨハネ
R.ブルーノ　  フェリペ C.

＊奥村 豊　  鶴山進栄　  ホセ A.ゴンザレス
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青
年
の
た
め
の
黙
想
会

　
　「
あ
な
た
の
生
き
方
は
永
遠
の
も
の
に

�

な
る
に
値
し
て
い
ま
す
か
？
」

 

２
月
４
日
（
土
）
開
催

�

報
告
　
信
仰
教
育
委
員
会
　
奥
埜
　
さ
と
子

　
教
区
の
信
仰
教
育
委
員
会
主
催
「
青
年
の
た

め
の
黙
想
会
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
１
泊

２
日
で
年
１
～
２
回
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
、
半
日
黙
想
会
を
年
２
回
加
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
回
数
を
増
や
す
こ
と
で
、
仕

事
や
学
業
で
忙
し
い
青
年
た
ち
が
、
で
き
る
だ

け
黙
想
会
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
と
の
思
い
で

企
画
し
て
い
ま
す
。青
年
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

黙
想
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
小
教
区

の
教
育
部
の
方
々
、
青
年
た
ち
の
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
、

第
１
回
目
の
半
日
黙

想
会
が
、
エ
ミ
リ

オ
・
フ
オ
ル
ト
ウ
ー

ル
師
の
指
導
で
、
望

洋
庵
に
お
い
て
行
わ

れ
、
５
名
の
青
年
た

ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
あ
な

た
の
生
き
方
は
永
遠

の
も
の
に
な
る
に
値

し
て
い
ま
す
か
？
」

で
す
。静
か
な
、
晴
れ
た
寒
い
冬
の
ひ
と
と
き
、

暖
か
い
望
洋
庵
で
、
温
か
い
雰
囲
気
の
中
、
青

年
た
ち
は
左
記
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
そ
っ
て
、

ゆ
っ
く
り
、
深
い
黙
想
を
し
ま
し
た
。

◇
第
一
講
話「
父
な
る
神
さ
ま
の
御
心
を
行
い
、

�

喜
ば
れ
た
イ
エ
ス
」

◇
黙
想

◇
第
二
講
話
「
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
と

�

と
も
に
、
イ
エ
ス
の
う
ち
に
生
き
る
」

◇
黙
想

◇
第
三
講
話
「�

イ
エ
ス
に
結
ば
れ
て
死
に
、

�

復
活
す
る
」�

◇
黙
想

◇
ミ
サ

◇
ふ
り
か
え
り
と
分
か
ち
合
い
　
解
散

◆
黙
想
時
間
に
、
希
望
者
は
ゆ
る
し
の
秘
跡

◆�
黙
想
は
聖
堂
で
も
集
会
室
で
も
庭
で
も
ど
こ

で
も
自
由

�

　
冒
頭
、
エ
ミ
リ
オ
師
か
ら
、
今
回
の
テ
ー
マ

「
あ
な
た
の
生
き
方
は
永
遠
の
も
の
に
な
る
に

値
し
て
い
ま
す
か
？
」
に
つ
い
て
「
昨
日
２
月

３
日
は
、
高
山
右
近
の
記
念
日
、
明
日
２
月
５

日
は
、
日
本
26
聖
人
の
祝
日
で
す
。
殉
教
者
た

ち
は
、
永
遠
に
生
き
て
い
る
。
永
遠
の
命
を
得

る
こ
と
、
そ
れ
は
、
神
か
ら
見
て
ど
う
い
う
生

き
方
で
、
ど
ん
な
価
値
が
あ
る
の
か
。
神
か
ら

見
て
、
い
い
人
生
、
実
り
あ
る
生
き
方
を
し
た

い
、
そ
の
こ
と
を
黙
想
し
ま
し
ょ
う
」
と
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
ま
ず
「
静
か

に
な
っ
て
、
心
配
ご
と
や
他
の
雑
念
を
払
っ

て
、
神
に
集
中
」
し
ま
し
た
。
講
話
で
は
、
聖

書
に
そ
っ
て
、「
神
が
な
ぜ
イ
エ
ス
を
復
活
さ

せ
た
の
か
？
」
と
い
う
問
い
を
軸
に
、
イ
エ
ス

の
生
き
方
を
思
い
起
こ
し
、
イ
エ
ス
の
祈
り
、

奇
跡
、
病
人
の
癒
し
な
ど
、
御
父
か
ら
与
え
ら

れ
た
力
（
技
）
で
神
の
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
で
は
、
私
た
ち

は
ど
う
か
。
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
力
（
技
）
で

は
な
く
、
自
分
勝
手
に
生
き
て
い
な
い
か
、
洗

礼
を
受
け
て
新
し
い
人
と
な
っ
た
は
ず
の
私
た

ち
は
、
ど
う
生
き
て
、
ど
う
死
ぬ
の
か
、
イ
エ

ス
と
と
も
に
生
き
て
い
る
の
か
な
ど
、
自
分
自

身
に
問
い
か
け
ま
し
た
。
イ
エ
ス
と
と
も
に
生

き
る
こ
と
は
、
神
か
ら
い
た
だ
い
た
復
活
の
い

の
ち
を
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
聖
霊

の
導
き
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
と
一
緒
に
な
っ
て

い
く
、
イ
エ
ス
の
い
の
ち
の
う
ち
に
生
き
て
い

く
こ
と
で
、
希
望
に
満
ち
た
こ
と
で
あ
る
と
神

父
様
は
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
殉
教
者
は
イ

エ
ス
に
従
っ
て
生
き
、
死
を
通
し
て
永
遠
の
い

の
ち
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
私
」
の
生
き
方

を
イ
エ
ス
と
結
び
つ
け
る
た
め
、
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
と
い
う
神
父
様
か
ら
の
問
い
か
け
に
つ

い
て
、
参
加
者
各
々
が
、
黙
想
し
、
考
え
ま
し

た
。

　
ミ
サ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
分
か
ち
合
い
と

ふ
り
か
え
り
を
行
い
、「
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
、

ど
う
生
き
る
の
か
」
と
い
う
、
大
切
な
課
題
を

胸
に
、
日
常
に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
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2023年度 京都司教区オンライン聖書講座

ともに歩んでくださる神
―シノダリティのこころを求めて―

◆期　　間／2023年 5月〜11月（全12回）
◆配信日時／上記木曜日10時30分配信（講座時間60分〜80分程度）
◆配信方法／申込者限定配信（ ３か月間録画視聴可能）
◆対　　象／どなたでも（京都教区外の方もどうぞ）
◆会　　費／4,000円（ １回のみの受講1,000円）
◆申込方法／�京都司教区内の小教区に掲示してある聖書講座のお知らせか、教区のホーム

ページをご覧の上、メールにてお申込みください。
◆お問合せ／カトリック京都司教区聖書委員会　e-mail：seisho@kyoto.catholic.jp
　　　　  �075－366－6609（月〜木 10：00〜16：00　金 10：00〜12：00）

配信日 テーマ 講　師

1 5／11 旅するもの
　わたしのシノダリティを創ろう

大塚喜直
京都司教区司教

2 5／25 旅の始まり
　人祖の旅（創世記より）

一場　修
マリスト会司祭

3 6／ 8 この道を歩む
　太祖アブラハムの旅

菅原友明
京都司教区司祭

4 6／22 主の道を生きる
　モーセと神の民の旅

西　経一
神言修道会司祭

5 7／ 6 主に呼ばれて（Vocati）－神の命に触れる
　イエスの召命と弟子たちの召命

英　隆一朗
イエズス会司祭

6 7／20 死と復活を証しする
　イエスの旅と過越し

中川博道
カルメル修道会司祭

7 9／ 7 神のいのちのみことばを通して 北村善朗
京都司教区司祭

8 9／21 エウカリスチア（聖体）を通して 大塚乾隆
京都司教区司祭

9 10／ 5 主との交わり（アガぺ）を通して 山本久美子
聖ヨゼフ修道会会員

10 10／19 神の愛と恵みに満たされて
　使徒言行録より

澤田豊成
聖パウロ修道会司祭

11 11／ 2 福音の証人として
　パウロの宣教と世界教会

阿部仲麻呂
サレジオ修道会司祭

12 11／16 旅の終わりと始まり
　マラナタ・インマヌエル

鈴木信一
聖パウロ修道会司祭

↑
詳細はこちらから
確認できます
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2016年、叙階50周年の
記念の年に、一緒に叙
階された全世界の仲間
と共にヴァチカンを訪
問、フランスコ教皇に
も謁見されました。車
椅子の村上神父は、い
つも輪の中心でした。

しばらく発行が止まっていた京
都教区時報は、1977年₆月に49
号として、再刊第₁号が出され
ました。49号から編集に携わっ
てこられた村上神父様。2023年
₃月号まで教区時報₁面の右上
に「編集長」としてお名前が掲
載されてきましたが、今号から
ありません。淋しくなりました。
46年間にわたり教区時報に携わっ
てくださり、心からの感謝を捧
げます。

故・村上透磨神父略歴

1938年₅月26日　京都市に生まれる
1938年₆月₅日　西陣教会にて受洗
1966年₁月₆日　ローマ聖ペトロ大聖堂にて
　　　　　　　　教皇パウロ六世より司祭叙階
1962～1969年　ローマ留学　
1970年　高野教会助任司祭
1972年　津南教会主任司祭
1974年　河原町教会助任司祭
1977年　桃山教会主任司祭、聖母女学院講師
1998年　鈴鹿教会・亀山教会主任司祭
2000年　三重北勢ブロック担当司祭
　　　　（鈴鹿･亀山･桑名･四日市教会）　
2009年　京都南部地区東ブロック協力司祭
　　　　（河原町･北白川･高野･山科教会）
2011年　京都南部地区洛東ブロック協力司祭
　　　　（河原町･伏見･山科･桃山教会）
2013年　京都南部地区協力司祭
2016年　司祭叙階50周年
2023年₂月18日　帰天（84歳）

村上透磨神父様　ありがとうございました
� 2023年₂月18日帰天

1986年から始まった京都教区聖書委員会の「聖書講
座」には、初期のころから関わってくださいました。
この写真は、昨年の聖書講座の動画を撮影した時の
神父様です。たくさんの本や資料を準備し、
しっかり₁時間お話してくださいました。
この講座は右記ＱＲコードより視聴できます。
今年のオンライン聖書講座「ともに歩んでくださる
神―シノダリティのこころを求めて―」は、村上神
父様企画の最後の講座となります。
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村
上
透
磨
神
父
葬
儀
ミ
サ

�

大
塚
司
教
説
教

�
　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
京
都
教
区
司
祭
ト
マ

ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
村
上
透
磨
神
父
様
の
葬
儀
ミ

サ
に
多
数
ご
参
列
く
だ
さ
り
、
京
都
司
教
と
し

て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
透
磨
神
父
様
は
基
礎
疾
患
の
糖
尿
病
を
長
ら

く
治
療
し
て
お
ら
れ
、
数
年
に
わ
た
っ
て
透
析

を
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
だ
ん
だ
ん
体

力
が
衰
え
、
透
析
の
た
め
の
通
院
も
無
理
な
状

況
に
な
り
、
１
月
20
日
に
入
院
さ
れ
た
ば
か
り

で
し
た
。
息
を
引
き
取
ら
れ
る
直
前
ま
で
お
話

も
な
さ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
呼
吸
が
困
難

に
な
り
、
２
月
18
日
土
曜
日
午
前
10
時
51
分
、

慢
性
腎
不
全
に
よ
り
帰
天
さ
れ
ま
し
た
。84
歳
、

司
祭
生
活
は
57
年
で
し
た
。

　
村
上
家
は
６
人
の
ご
兄
弟
姉
妹
で
す
が
、
す

で
に
お
兄
様
の
村
上
真
理
雄
神
父
様
と
お
姉
様

の
ヌ
ヴ
ェ
ー
ル
愛
徳
修
道
会
の
シ
ス
タ
ー
モ
ニ

カ
は
帰
天
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
57
年
の
司
祭
生

活
を
祈
り
と
犠
牲
を
も
っ
て
お
捧
げ
く
だ
さ
っ

た
ご
き
ょ
う
だ
い
、
ご
遺
族
、
ご
親
族
の
皆
様

に
、
心
よ
り
お
礼
と
お
悔
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
は
、
時
々
ご
一
緒
に
お
食
事
を
し

て
い
ま
し
た
。
入
院
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
1

月
14
日
に
ご
訪
問
し
、
病
者
の
秘
跡
を
行
い
、

ゆ
る
し
の
秘
跡
も
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
祈
り

が
終
わ
っ
た
時
に
は
、
本
当
に
晴
れ
や
か
な
、

す
っ
き
り
と
し
た
表
情
を
な
さ
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
私
の
神
父
様
と
の
最
後
に
な
り
ま

し
た
。
今
日
は
雪
が
降
っ
て
、
京
都
中
が
真
っ

白
に
な
り
ま
し
た
。
詩
編
に
、「
雪
よ
り
白
く

な
る
よ
う
に
私
の
心
を
清
め
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
の
で
す
が
、
神
父
様
は
真
っ

白
な
心
で
神
様
の
元
に
召
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
神
父
様
は
１
９
３
８
年
に
、
信
仰
熱
心
な
ご

両
親
の
元
に
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。
お
兄

様
の
真
理
雄
神
父
様
が
小
神
学
生
と
し
て
福
岡

の
泰
星
中
学
に
入
学
さ
れ
た
の
に
続
い
て
、
透

磨
神
父
様
も
司
祭
職
を
志
し
、
同
じ
く
泰
星
中

学
・
高
等
学
校
か
ら
、
上
智
大
学
哲
学
科
研
究

科
、
さ
ら
に
神
学
部
へ
と
進
ま
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
ロ
ー
マ
に
留
学
さ
れ
て
、
ウ
ル
バ
ノ
大
学

の
神
学
部
で
司
祭
の
た
め
の
準
備
、
ま
た
神
学

を
勉
強
さ
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
第

２
バ
チ
カ
ン
公
会
議
が
開
催
中
で
し
た
が
、
そ

の
終
了
直
後
の
１
９
６
６
年
１
月
６
日
、
日
本

や
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
集
ま
っ
て
い

た
多
く
の
同
級
生
と
と
も
に
、
聖
ペ
ト
ロ
大
聖

堂
で
、
教
皇
パ
ウ
ロ
六
世
か
ら
司
祭
叙
階
を
お

受
け
に
な
り
ま
し
た
。
第
２
バ
チ
カ
ン
公
会
議

は
、
そ
れ
ま
で
の
教
会
の
教
え
や
考
え
方
が
大

き
く
変
わ
っ
て
い
く
時
で
し
た
が
、
ま
さ
に
そ

の
時
、
ロ
ー
マ
で
勉
強
を
な
さ
っ
て
い
た
と
い

う
体
験
が
、
神
父
様
に
は
す
ご
く
印
象
に
残
っ

て
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
１
９
７
０
年
に
帰
国
さ
れ
て
か
ら
は
、
長
年

京
都
教
区
内
の
教
会
で
ご
奉
仕
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
高
野
教
会
か
ら
始
ま
っ
て
、
三
重
県
の
津

南
教
会
、
河
原
町
教
会
、
桃
山
教
会
、
そ
し
て

共
同
宣
教
司
牧
に
な
っ
て
か
ら
は
河
原
町
教

会
、
三
重
県
の
鈴
鹿
教
会
に
も
赴
任
さ
れ
、
河

原
町
教
会
に
戻
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
鈴
鹿
教

会
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
頃
か
ら
、
少
し
ず
つ
体
が

不
自
由
に
な
っ
て
こ
ら

れ
、
鈴
鹿
の
信
徒
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
を
い
た

だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
河
原
町
カ
ト
リ
ッ
ク

会
館
の
８
階
で
お
住
み
に

な
っ
て
い
た
時
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
車
椅
子
に

乗
っ
て
降
り
て
こ
ら
れ
、

お
元
気
な
間
は
京
都
南
部

地
区
小
教
区
へ
ミ
サ
を
捧

げ
に
行
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
司
祭
生
活
57
年
で
す
か
ら
、
京
都
教
区
の
あ

ら
ゆ
る
職
務
や
お
仕
事
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
い
の
は
、
京
都

教
区
時
報
で
す
。
透
磨
神
父
様
は
田
中
司
教
様

か
ら
教
区
時
報
の
再
刊
の
時
に
編
集
を
任
さ
れ

ま
し
た
。
途
中
か
ら
、
と
に
か
く
欠
か
さ
ず
毎

月
出
し
な
さ
い
、
と
い
う
の
が
田
中
司
教
様
の

至
上
命
令
と
な
り
、
そ
の
通
り
、
今
日
ま
で
教

区
時
報
は
毎
月
発
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
透
磨

神
父
様
は
ず
っ
と
そ
の
編
集
に
携
わ
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、１
９
８
７
年
に
京
都
で
行
わ
れ
た「
ナ

イ
ス
」
と
言
わ
れ
る
第
1
回
福
音
宣
教
推
進
全

国
会
議
と
い
う
大
き
な
会
議
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
京
都
教
区
が
招
致
し
、
透
磨
神
父
様
は
そ

の
実
行
委
員
と
し
て
、
そ
の
当
時
、
京
都
の
若

い
司
祭
団
の
中
心
と
し
て
準
備
を
進
め
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
ナ
イ
ス
も
大
成
功
に
終
わ
り
、

そ
の
後
、
日
本
の
教
会
が
大
き
く
福
音
宣
教
に

舵
を
切
る
と
い
う
中
で
、
神
父
様
や
京
都
教
区

の
司
祭
た
ち
も
本
当
に
誇
ら
し
い
思
い
だ
っ
た
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と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
聖
書
講
座
で
す
。
京
都
教
区
で

は
１
９
８
４
年
か
ら
聖
書
講
座
が
始
ま
り
、
み

こ
と
ば
に
接
し
よ
う
と
い
う
動
き
の
中
で
、
透

磨
神
父
様
は
、
長
ら
く
講
座
の
企
画
を
続
け
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
１
年
に
10
回
か
ら
15
回
の

講
座
を
組
み
、
全
国
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
て

の
聖
書
講
座
で
し
た
。
毎
回
緻
密
な
計
画
を
立

て
、
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
テ
ー
マ
に
添
っ
て
聖

書
の
箇
所
を
指
定
し
、
そ
し
て
講
師
に
お
願

い
す
る
と
い
う
こ
と
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
京
都
教
区
の
聖
書
講

座
は
全
国
的
に
有
名
に
な
り
、
そ
の
あ
と
本
も

出
ま
し
た
。
教
区
の
聖
書
教
育
の
基
礎
を
築
い

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
年
の
聖
書
講
座
も
５

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
そ
の
講
座
の
計
画
も

行
い
、
帰
天
直
前
ま
で
最
終
的
な
調
整
を
、
ス

タ
ッ
フ
の
方
と
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
病
者
・
障
が
い
者
の
会
で
あ

る
子
羊
会
の
指
導
司
祭
も
長
年
お
勤
め
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
病
者
に
寄
り
添
う
神
父
様
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
途
中
か
ら
ご
自
分
も
病
者
に

な
っ
て
し
ま
わ
れ
ま
し
た
が
、
で
き
る
限
り
研

修
会
や
黙
想
会
に
参
加
な
さ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　
神
父
様
は
本
当
に
謙
虚
な
方
で
し
た
。今
日
、

葬
儀
ミ
サ
の
た
め
に
選
ん
だ
聖
書
の
箇
所
は
、

第
１
朗
読
は
エ
レ
ミ
ヤ
書
（
１
・
１-

４
）
で

す
。
こ
れ
は
福
音
（
ヨ
ハ
ネ
15
・
15-

17
）
と

と
も
に
、
神
父
様
が
金
祝
の
時
に
自
ら
お
選
び

に
な
っ
た
聖
書
の
箇
所
で
す
。
預
言
者
エ
レ
ミ

ヤ
が
召
命
を
振
り
返
る
時
に
、
神
様
に
「
私
は

語
る
言
葉
を
知
り
ま
せ
ん
」
と
言
い
ま
す
。
こ

の
エ
レ
ミ
ヤ
の
言
葉
に
、
村
上
神
父
様
の
謙
虚

さ
が
よ
く
映
し
出
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
私
は
語
る
言
葉
を
知
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
謙

虚
さ
は
、
神
父
様
の
一
貫
し
た
姿
勢
で
し
た
。

神
父
様
は
聖
書
を
語
る
時
、
ま
し
て
信
仰
を
語

る
時
に
、
自
分
の
考
え
を
決
し
て
押
し
付
け
た

り
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
徹
底
し
て
み
こ
と

ば
そ
の
も
の
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
何

よ
り
も
神
様
に
対
す
る
小
さ
き
も
の
と
し
て
の

謙
虚
さ
か
ら
く
る
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
神
父
様
は
小
さ
き
花
の
テ
レ
ジ

ア
が
大
好
き
で
、
よ
く
引
用
さ
れ
た
り
、
お
話

を
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ご
存
じ
の
よ
う

に
謙
遜
、
謙
虚
さ
の
極
み
を
生
き
ら
れ
た
テ
レ

ジ
ア
の
霊
性
に
深
く
共
鳴
し
、
自
ら
そ
れ
を
模

範
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
今
、
天
国
に
行
か
れ
て
大
好
き

だ
っ
た
テ
レ
ジ
ア
と
対
面
で
き
て
、
と
て
も
喜

ん
で
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
福
音
は
、
イ
エ
ス
様
が
与
え
ら
れ
た

新
し
い
掟
、
互
い
に
愛
し
合
い
な
さ
い
、
と
い

う
言
葉
で
す
。
私
た
ち
人
間
同
士
が
愛
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
前
に
神
の
愛
が
あ
り
、
そ
の
神

の
愛
が
私
た
ち
を
包
み
、
そ
の
愛
が
互
い
に
愛

し
合
う
隣
人
愛
の
原
動
力
に
な
る
と
い
う
こ

と
、
そ
れ
が
神
父
様
の
信
仰
の
原
点
で
あ
り
、

ご
家
族
、
ご
両
親
を
通
し
て
い
た
だ
か
れ
た
神

様
の
愛
を
、
そ
の
ま
ま
司
祭
職
の
原
点
と
な

さ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
神
父
様

は
司
祭
と
し
て
私
た
ち
を
愛
し
、
許
し
、
励
ま

し
、
牧
者
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
に
し
っ
か
り
と

繋
が
り
、
信
徒
の
た
め
に
、
教
会
の
た
め
に
己

を
捨
て
て
全
て
を
優
先
さ
せ
、
ま
た
病
床
の
中

に
あ
っ
て
も
犠
牲
を
捧
げ
な
が
ら
、
多
く
の
羊

の
た
め
に
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
父
様
は
、
一
貫
し
て
そ
の
司
祭
職
へ
の
熱

意
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
決
し
て
人
前
で
威
張
っ
た
り
、
自
分
の

業
績
を
数
え
る
よ
う
な
こ
と
を
な
さ
っ
た
り
さ

れ
る
タ
イ
プ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

の
根
っ
こ
は
結
構
頑
固
で
し
て
、
そ
の
頑
固
さ

が
信
仰
を
貫
く
司
牧
者
と
し
て
の
熱
心
さ
を
保

つ
こ
と
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
今
日
は
祭
壇
に
、
東
京
教
区
の
深
水
神
父

様
、
そ
れ
か
ら
大
阪
教
区
の
村
田
神
父
様
も
駆

け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
ほ
ど
申
し
ま

し
た
ロ
ー
マ
で
叙
階
さ
れ
た
同
級
生
の
方
々
で

す
。
叙
階
後
の
記
念
の
年
に
は
、
ア
フ
リ
カ
や

ア
ジ
ア
か
ら
ロ
ー
マ
で
集
ま
っ
た
り
、
旧
友
を

訪
ね
て
ア
フ
リ
カ
に
行
っ
た
り
な
さ
っ
た
そ
う

で
す
。

　
透
磨
神
父
様
は
本
当
に
多
く
の
友
人
に
恵
ま

れ
た
方
で
し
た
。
私
た
ち
後
輩
も
、
司
祭
団
の

一
員
と
し
て
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
も
同
じ
思
い
で
い
っ

ぱ
い
だ
と
思
い
ま
す
。
神

父
様
を
突
然
お
送
り
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

全
て
を
成
し
遂
げ
て
く
だ

さ
る
神
様
に
、
透
磨
神
父

様
を
お
委
ね
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
神
父
様
の
た
め

に
、
全
て
の
罪
の
ゆ
る
し

と
豊
か
な
復
活
の
恵
み
が

神
様
か
ら
与
え
ら
れ
ま
す

よ
う
に
お
祈
り
く
だ
さ
い
。
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ト
マ
の
つ
ぶ
や
き

捨
て
る
と
お
っ
し
ゃ
い
な

　
幼
き
イ
エ
ス
の
テ
レ
ー
ズ
と
、

姉
セ
リ
ー
ヌ
と
の
会
話
が
あ
る
。

　「
私
に
は
修
得
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
」。

妹
は
即
座
に
答
え
る
。

　「
お
姉
さ
ま
、
修
得
す
べ
き
も
の
と
い
う
よ
り
、
捨
て

る
べ
き
も
の
と
お
っ
し
ゃ
い
」。

　
神
に
近
づ
く
と
い
う
こ
と
は
、
私
が
探
し
当
て
る
こ
と

で
は
な
い
。
神
が
招
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
な
の
だ
。

　
老
い
て
歩
め
ず
、
病
に
伏
し
て
、
動
け
な
く
な
っ
た

時
、
主
が
天
の
伴
を
従
え
て
迎
え
に
来
て
く
だ
さ
る
日
々

を
想
う
こ
と
が
で
き
た
ら
、
老
い
て
病
む
日
々
は
「
恵
み

の
時
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
自
分
が
獲
得
し
た
も
の
へ
の
執
着
が
消
え
た
時
、
主
は

軽
々
と
抱
き
、
ア
ッ
バ
父
の
元
へ
お
連
れ
く
だ
さ
る
の
か

も
知
れ
な
い
。

�

村
上
透
磨

　
村
上
透
磨
神
父
様
は
、
入
院
中
も
病
院
の
ベ
ッ
ド
で
、

こ
の
「
ト
マ
の
つ
ぶ
や
き
」
の
原
稿
を
書
い
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　
最
後
ま
で
教
区
時
報
を
愛
し
、
聖
書
講
座
を
心
に
か
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
主
に
軽
々
と
抱
か
れ
、
ア
ッ
バ
の

元
へ
行
か
れ
て
も
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　「
ト
マ
の
つ
ぶ
や
き
」
は
ま
だ
し
ば
ら
く
連
載
し
ま
す
。

�

広
報
委
員
会

青年センターあんてな

2023年度　京都カトリック青年センター運営委員紹介

2023年度の京都カトリック青年センター事務員及び運営委員を紹介します。

　京都教区の青年の中心となって青年活動の企画や運営、
そのサポート等を行いたいと考えています。
　2023年度も、どうぞよろしくお願いいたします。

任期：2023年 4月1日～2024年 3月31日

：学生 or 社会人：あだ名（名まえ） ：所属教会（所在地） ：一言

※個人情報保護のため名まえの記載は必須事項としておりません。
　運営委員会などでお会いできましたら、記載のあだ名でお呼びください。

※現在、奈良に在籍する青年はいませんが、
　京都教区内全域の皆さんとのつながりを楽しみに、活動しています！

京　都　南　部
もとき

社会人
今年もイベントを企画しています！　最近顔出して
ない青年の皆さん、何してるんですか出てきなさい。

西院（京都府京都市）

じんこ
社会人
若手と呼ばれるには中途半端な年齢になって参りまし
たが、青年活動を盛り上げていけるよう頑張ります！

河原町（京都府京都市）

（橋本仁子）

三　　重事　務　員
さとこ

社会人
学生時代から関わり続けて12年目です。一周しま
した。永遠の19歳もそろそろ卒業します。

伊勢（三重県伊勢市）

のんちゃん
社会人
コロナ生活にも慣れてきました。青年たちがまた集
まれる現状を嬉しく思います。私たち青年たちのた
めにお祈りください。

河原町（京都府京都市）

はやと
社会人
今年も青年センターをよろしくお願いします。

田辺（京都府京田辺市）

るっちゃん
学生
青年活動を通して、沢山の方にお会いできることを
楽しみにしています！

唐崎（滋賀県大津市）
（池田瑠智亜）
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大塚司教の予定

　�最新の情報は京都司教区のホームページにてご確認ください。

₄月のお知らせ

教　　　区

広報委員会
　�お知らせに載せたい情報は、原稿締切り
日までにFaxまたはメールで本部事務局
までご連絡ください。
　Fax/075-366-6679
　メール/honbu@kyoto.catholic.jp
　�教区時報₆月号の原稿締切日は₄月17日㊊です。

ブロック

奈良ブロック
 2023年度聖書講座（対面講座）
 ともに歩む教会～マタイ福音書による～
 われらと共にいる神（インマヌエル）
第₁回「生まれる子は、インマヌエルと
　　　 呼ばれる」受肉の神秘
　日時：₄月22日㊏ 10：30～12：00
　場所：奈良教会
　講師：中川博道神父（カルメル修道会）
第₂回「貧しい人の中のインマヌエル」
　日時：₅月20日㊏ 10：30～12：00
　場所：大和八木教会
　講師：柳本�昭神父（京都司教区）
第₃回「小さな人びとの中のインマヌエル」�
　日時：₆月10日㊏ 10：30～12：00
　場所：奈良教会�
　講師：奥村�豊神父（京都司教区）�
第₄回「�世の終わりまで、あなた方と共に

いる神」
　日時：₇月₁日㊏ 10：30～12：00
　場所：大和八木教会�
　講師：大塚喜直司教（京都司教区）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　要申込：�全₄回 2,000円 事前に郵便振込み

郵便振込口座00990-0-115473
　　　　　名義「カトリック奈良地区協議会」
　締　切：₄月14日㊎
　当日参加：₁回 1,000円受付にて
� 信者でない方、学生は無料
　問合せ：090-4485-9968 シスター服部
　　　　　（電話時間は必ず19：00～21：00）

諸　団　体

京都カトリック混声合唱団
　祈りと歌の集い　₉日㊐ 14：00
� 河原町教会聖堂　�一般の方も参加自由
　問合せ：075-951-4283 則武 隆
コーロ・チェレステ（女声コーラス）
　練　習：13日㊍ 10：00　27日㊍ 10：00
� 河原町教会₂階楽廊
　問合せ：075-701-3303 岡田久美
聴覚障がい者の会・京都グループ
 手話表現学習会（聖書と典礼）
　�日　時：18日㊋ 13：00～15：00
　場　所：�希望の家地域福祉センター
　　　　　京都市南区東九条東岩本町31-10
　新型コロナの状況により中止となる場合あり
　問合せ：Tel・Fax：075-723-1135　傳 裕子
心のともしび　ラジオ番組案内
� （全国34局で放送）
　ＫＢＳ京都　㊊～㊎ 朝₅：55
　　　　　　　　　㊏ 朝₅：15
　ラジオ関西　㊊～㊎ 朝₅：00
　　　　　　　　　㊐ 朝₆：05
　毎日放送　　㊊～㊎ 朝₅：45
　　　　　　　　　㊏ 朝₄：55
　₄月のテーマ「生きがい」
　ホームページもご覧ください。
　�長年この番組に寄稿してくださった遠藤
周作氏の生誕百年を記念して、当時の
エッセイを新しく朗読し、毎月第₄月曜
日に放送します。

点訳版「京都教区時報」〈無料〉ご希望の方は『カ
障連大阪フレンドリー点字部』嶽崎（たけざき）
裕子さんまでお申込みください。
Tel・Fax/079-431-8601
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